
クラブ名 主な活動種目 連絡先
綾野ゆうゆうクラブ 水口 ハイキング、太極拳、レザークラフトなど ☎080-6143-9836
鮎っ子クラブ 土山 ボール遊び、体ほぐし、ニュースポーツなど ☎ 69-0212
NPO法人
レインボークラブ 水口 健康体操、気功太極拳、バウンドテニスなど ☎ 62-0404

NPO 法人こうか
サスケクラブ 甲賀 ピラティス、ゴルフ教室、釣り教室など ☎ 88-5900

KOHNAN忍にん
スポーツクラブ 甲南 リズムウォーキング、卓球、テニスなど ☎  

城山あいあいクラブ 水口 ビーチボール、ファミリーバドミントンなど ☎ 63-8177
スポーツクラブCiao 土山 エアロビウォーキング、バウンドテニスなど ☎ 66-2533
はーと貴生川
スポーツクラブ 水口 陸上教室、スマイルスポーツ、手づり教室など ☎ 63-3709

伴谷
BANBANクラブ 水口 わんぱくキッズ、よさこいキッズ、健康体操など ☎090-5093-8200

ぽぽんた倶楽部 信楽 健康体操、ウォーキング、ヨガなど ☎ 82-0941

第18回 あいの土山斎王群行を開催
　遥か１１００年前の平安絵巻を再現する斎王群行。斎王による禊ぎや華やかな
道中舞を繰り広げながら垂水斎王頓宮跡までの道のりを、総勢約８０人が雅やか
な平安衣装を身にまとい厳かに進みます。
　春光のどかな一日、幻想的でロマンあふれる平安絵巻の世界をお楽しみくだ
さい。

問
い
合
わ
せ

あいの土山斎王群行実行委員会事務局（あいの土山文化ホール内／月曜休館）
☎６６‐１６０２／ ６６‐１６０３

日時／3月22日（日）11時30分～15時30分
場所／大野小学校（お発ち式）～垂水斎王頓宮跡（お着き式）
11時30分　禊ぎ群行（大野小学校体育館前～前庭）
12時　　　 禊ぎ式・お発ち式・お発ち舞（大野小学校前庭）
13時　　　 斎王群行お発ち（旧東海道）
13時30分　道中舞（市場区民広場）
14時15分　道中舞（前野集会所西広場）
15時　　　 お着き式・お着き舞（垂水斎王頓宮跡）

※�雨天時は全ての行事を大野小学
校体育館で12時から行います。
※�途中で天候が急変した場合は、
取り止めになる場合があります。
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ま
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市
内
に
は
10
か
所
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
※
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康
体
操
や
太

極
拳
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
か
、
地
域
交
流

活
動
、
文
化
教
室
、
さ
ら
に
は
毎
年
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
大
会
が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
年
齢
に

関
わ
ら
ず
仲
間
と
一緒
に
楽
し
め
る
魅
力
が
あ

り
ま
す
。

新
規
会
員
を
募
集
中

　
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
体
を
動
か
し
た
い
」、「
仲
間
と一緒
に
活
動
し
た

い
」
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ク
ラ
ブ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
年
代

の
人
た
ち
が
、
健
康
づ
く
り
を
中
心
に一緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
地
域
ご
と
に
特

色
の
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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●県内で初の指定
　「近江甲賀の前挽鋸製造用具及び製品」１２７４点と附

つけたり

、仕入・販
売関係資料４１８点が、県内で初めて国の重要有形民俗文化財に指
定されることになりました。
　前挽鋸とは木を縦挽きする大型の製材鋸

のこぎり

で、明治から大正期に
かけて、甲賀が一大産地として発展しました。
　水口町貴生川から甲南町にかけてが鋸の生産地で、日本の各地に出荷されたのをはじめ、樺太や中国東北部、
台湾にまで販路が及んでおり、全国的なシェアを有していました。
　今回指定を受けるのは、鋸の原板を製造する「黒打ち用具」、鋸を平滑に仕上げる「透き用具」、歯を焼く
ための「歯焼き用具」など製造工程を知る資料のほか、職人の生活に密着した信仰用具や販売資料などが含
まれ、このように体系的に収集されているのは全国的にみても貴重なことです。

●甲賀のモノづくりの原点として
これらの用具は、甲南町葛木の「甲南ふれあいの館」で展示

していますので、ぜひとも見学いただき、本市の歴史文化や職
人の心を感じ取ってください。
甲賀のモノづくりの原点を知る資料として、これから大切に保

存・活用していきたいと考えています。

▲指定を受けることになった前挽鋸関連資料

▲みんなで楽しむカローリング

問
い
合
わ
せ

甲南ふれあいの館
☎８６‐７５５１
月・火曜を除く10時～17時開館
入館・見学は無料

国の重要有形民俗文化財に指定

甲賀の前
ま え び き の こ

挽鋸関係資料
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�

い
よ
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よ
刊
行

　
『
甲
賀
市
史
』通
史
編
の
第
４
巻
が
刊
行
間

近
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
明
治
維
新

か
ら
甲
賀
市
が
発
足
し
現
在
に
い
た
る
約

１
５
０
年
間
を
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
戦

中
期
・
昭
和
戦
後
期
以
降
に
区
分
し
紹
介
し

ま
す
。

　
明
治
時
代
は
、
新
政
府
に
よ
る
改
革
に
よ

り
地
方
の
行
政
・
制
度
も
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
ま
た
、
近
代
教
育
の
成
立
と
展
開
、

鉄
道
・
道
路
網
の
整
備
、
伝
統
産
業
の
興
隆

と
近
代
の
幕
開
け
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
は
、
短
い
期
間
な
が
ら
各
方
面

で
変
化
が
あ
っ
た
時
代
で
し
た
。
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
広
が
り
、
地
域
改
善
の
取
り
組

み
、
社
会
運
動
や
そ
れ
に
と
も
な
う
社
会
事

業
の
展
開
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
戦
前
戦
中
期
は
、
戦
争
の
開
始
に
よ

り
、
戦
闘
に
加
わ
る
兵
士
と
と
と
も
に
、
勤

労
動
員
や
献
金
・
供
出
な
ど
国
を
挙
げ
て
の

戦
時
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
戦

前
・
戦
時
下
の
地
域
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
記

述
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
戦
後
期
以
降
は
、
戦
後
復
興
や
高
度

経
済
成
長
、
教
育
・
文
化
の
変
化
、
変
貌
を

と
げ
る
町
、
そ
し
て
甲
賀
市
の
誕
生
と
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の
変
遷
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

甲
賀
の
近
現
代
の
歩
み
を
紹
介
す
る
第
４

巻
。「
甲
賀
市
学
校
変
遷
図
」が
付
録
と
な
り

ま
す
。
既
刊
分
と
あ
わ
せ
、
ぜ
ひ
お
手
元
に

お
備
え
く
だ
さ
い
。

※
予
約
引
換
は
３
月
18
日
か
ら
で
す
。
ご
案

内
の
指
定
場
所
で
お
引
換
え
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／
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１
６

▲水口図書館（明治42年頃）

刊
行
記
念
講
演
会

日
時
／
３
月
15
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
20
分

場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ（
甲
南
町
竜
法
師
）

内
容
／

講
師・坂さ

か

尾お

昭あ
き

彦ひ
こ

氏（
滋
賀
大
学
非
常
勤
講
師
）

演
題・「
尚
志
の
風
と
共
に
―
明
治
か
ら
昭

和
を
駆
け
抜
け
た
甲
賀
の
教
育
―
」

講
師・北き

た

野の

裕ゆ
う

子こ

氏（
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）

演
題・「
近
代
甲
賀
の
も
の
づ
く
り
―
多
彩

な
分
野
と
人
材
―
」

※
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
。
当
日
は
、
市
史
第
４

巻
の
予
約
引
換
お
よ
び
先
行
販
売
を
行
い
ま
す
。

8平成 27年 3月1日9 平成 27年 3月1日


